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１．目的  

 九州本島の南端に位置する鹿児島湾は，九州本島に上陸する台風の影響を受けることが多い．過去には，1951

年のルース台風に伴う高潮で大きな被害が生じているが，今後は近年の地球温暖化による台風の強大化も考慮

して高潮リスクを評価していく必要がある．2015 年，国土交通省によって，既往の潮位偏差の観測記録をも

とに想定しうる高潮の最大規模を評価する方法が「高潮浸水想定区域図作成の手引き（以下では，手引きと記

す）」としてとりまとめられた．しかし，潮位観測が長期間続けられている地点においても，既往の潮位偏差

の観測記録が利用できない地点も多い．本研究では，鹿児島港を対象に潮位偏差の観測記録が利用できない地

点に対しても高潮の最大規模を推定する方法を検討した． 

２．手引きの概要と適用にあたっての注意点  

 手引きは，高潮浸水想定区域を示す図面を作成するための高潮

浸水シミュレーション手法を中心に記載されており，陸地の浸水

計算を行う方法まで含まれているが，本研究では想定しうる高潮

の最大規模を予想することを目標とした．手引きにおいては，過

去に大きな潮位偏差を生じた台風の経路を参考に，進入角度の異

なる三方向以上の経路を選定し，それらの経路をそれぞれ約 10～

20km間隔で平行移動させて複数の経路を設定することを基本とし

ている．また，台風の気象場は台風モデルによってシミュレーシ

ョンし，台風モデルのパラメタは伊勢湾台風を基本として与える

ことが示されている．しかし，大きな高潮を生じた台風を過去の

観測記録を参考に選定する際に，潮位偏差の記録がなく合成潮位

のみが記録されている場合も多い．合成潮位は天文潮と潮位偏差

が合成された値であるため，潮位記録のみから過去に大きな潮位偏差を生じた台風を選定することはできない

点に留意する必要がある． 

３．過去の顕著な台風による擬似的な観測値の作成  

 本研究では過去に顕著な高潮をもたらした可能性のある台風をまず選定し，それら全てを対象に高潮の数値

計算を行って擬似的な潮位偏差の観測記録を作成して過去に大きな潮位偏差を生じた台風を推定するという

手法をとった．過去に顕著な高潮をもたらした可能性のある台風として，図 1 の灰色で示す範囲を中心気圧

950hPa 以下に保って通過したことを条件として台風を抽出した．ここでは気象庁が台風統計を開始した 1951

年以降のデータを対象とし，台風経路および台風中心気圧の時系列は NOAAが提供する IBTrACSに含まれる JMA

のデータを用いている．抽出の結果，条件に合致する 19 個の台風が過去に顕著な高潮をもたらした可能性の

ある台風として抽出された．経路の特徴として，ほぼすべての経路が南西から北東に抜ける経路で占められた． 

４．過去の顕著な高潮の再現計算  

３．で抽出された全 19 個の台風を対象に高潮の数値計算を実施した．高潮の数値計算には，単層の非線形

長波方程式を用い，計算条件は表 1に示すように設定した．数値計算で用いる地形は British Oceanographic 

Data Centreが提供する空間解像度 30秒の水深データを用いて作成した． 
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表 3 進入角度を変えた際の最大潮位偏差 

図 2 設定した台風経路 

図 3 全経路の最大潮位偏差を統合した結果 

表 1 数値計算条件 台風19個による高潮の推算結果より，鹿児島港におけ

る高潮偏差の最大値を抽出して台風の順位付けを行った

結果を表2に示す．台風の進入角度は北向きを0度として

時計回りに数えるとし，台風の経路データから得られる

台風位置の時系列を用いて，鹿児島港に最接近した時刻

とその直前の時刻の台風の位置から求めた．表2に示すよ

うに最大潮位偏差が1.47mに達した1951年のルース台風が，1951年以降では鹿児島港で最も顕著な高潮偏差を

もたらした台風と推定された． 

 

 

 

 

 

５．高潮の最大規模をもたらす台風の設定  

 表 2 の結果を元に，生起した高潮の大きさを考慮しつつ，で

きるだけ多様な進入角での検討を目的として，図 2 のように 0

度（△），25 度（○），50 度（□）の 3 通りの角度を設定した．

さらに各進入角での平行移動幅は 20kmとし，鹿児島港の直上を

通過する経路を基本として左右に 7コースの計 15コースを設定

した．想定する台風の経路は以上のように設定し，モデル台風

に与えるその他の台風属性値は手引きに従って最大風速半径は

75km，移動速度は時速 73kmとした． 

６．推算結果と結論  

 設定した 3 つの進入角度ごとの鹿児島港における最大潮位偏

差を表 3 に示す．進入角度 0 度，鹿児島港直上を通過するコー

スから左へ 40km平行移動した台風が鹿児島港で2.55mの高潮を

生じさせ，今回検討を行った台風経路の中では鹿児島港に

おける高潮の最大規模を発生させることが分かった．表 3

より，鹿児島港の直上を通過する経路が必ずしも高潮偏差

が最大となる経路とはならず，また進入角度が異なる場合，

潮位偏差が最大となる経路の鹿児島港の直上を通過する

経路からのシフト量も異なってくる．これはモデル台風

の強風域の分布と，鹿児島湾の地形による影響であるも

のと考えられる．また，今回は鹿児島港一地点のみの高

潮を対象としているが，鹿児島湾の最奥部では同様の検

討により最大高潮偏差が 3.5m に達することが分かった． 
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表 2 過去に顕著な高潮をもたらした可能性のある台風上位 10個 
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